
B 
「
米
国
に
は
が
見
え
な
い
も
の
μ

が
見
え
て
い
る
」
。
調
査
団
長
の
矢
吹
信
喜
阪
大
教
授
は
進
展
す
る
米
国
の
B
I
M
(
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)
の
実
情
を
そ
う
表
現
す
る
。
国
土
交
通
省
で
試
行
が
始
ま
っ
た
C
I

M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)
と
の
違
い
は
何
か
。
導
入
効
果
を
探
る
た
め
、
土
木

学
会
土
木
情
報
学
委
員
会
の
呼
び
掛
け
で
組
織
さ
れ
た
技
術
調
査
団
が
目
に
し
た
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
が
一
体
と
な

り
、
利
益
追
求
に
ま
い
進
す
る
米
国
の
姿
だ
っ
た
。
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2
0
0
0平
方
針
の
記
念
碑
は
一
般
公
開

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
徐
々
に
立
ち
上
が
る
高

層
タ
ワ
l
建
設
の
様
子
が
間
近
に
迫
る
。

北
側
に
は
米
国
一
と
な
る
高
さ
5
4
1

M
の
タ
ワ
1
1、
東
側
に
は
2
9
8
M
の

タ
ワ
1
4
が
そ
の
全
容
を
現
す
。
敷
地
の

下
で
は
地
下
鉄
W
T
C
駅
が
供
用
中
。
現

場
は
上
下
で
同
時
進
行
す
る
複
雑
な
作
業

工
程
を
円
滑
に
進
め
る
手
段
と
し
て
、

B

I
Mを
フ
ル
活
用
し
て
い
る
。

「
そ
も
そ
も
計
画
当
初
は
2
次
元
で
設

計
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

巨
大
で
、
複
雑
で
、
工
期
も
厳
し
い
。

B

I
M
で
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
の
条
件
を
ク

リ
ア
す
る
術
が
な
か
っ
た
」
。
当
時
、
パ

l
ソ
ン
ズ
プ
リ
ン
カ
ホ
フ
社
C
T
O
(最

高
技
術
責
任
者
)
と
し
て
、

W
T
C
再
開
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あ
の
惨
劇
か
ら
日
年
が
過
ぎ
去
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
区
の
W

T
C
(世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
)
跡
地
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゼ
ロ
。
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
再
開
発

の
建
設
現
場
に
は
日
々
、
多
く
の
来
場
者

が
訪
れ
る
。
敷
地
内
に
完
成
し
た
約
3
万

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
の
記
念
碑
か
ら
見
た
タ
ワ
i
建
設
の
様
子 孟孟ニニー邑孟孟詰高孟孟温昌造量量誼逼函量量溢歯菌画届画面醤

発
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
(
P
M
)

を
手
掛
け
た
ダ
グ
・
エ
パ
ハ

l
ト
氏
(
オ
〉
晦
A
d
-

-
ト
デ
ス
ク
市
場
開
発
責
任
者
シ
ニ
ア
デ
誹
』
川

ィ
レ
ク
タ
i
)
は
振
り
返
る
。

-
1
1

特
に
地
下
部
は
8
線
が
交
差
す
る
駅
制
珂

舎、

4
棟
の
タ
ワ
l
基
礎
部
な
ど
土
木
と

1
1
1

建
築
の
構
造
物
が
錯
綜
(
さ
く
そ
う
)
亨
干
宜
、

る
難
所
。
施
工
計
画
を
設
計
の
早
い
段
階

1
』
ー

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
念
入
り
の
準
備
を
「

J

行
っ
た
。
時
間
軸
を
入
れ
込
ん
だ
4
次
元

4
1

モ
デ
ル
を
作
成
し
、
仮
設
と
本
設
の
計
画

n
t
L

モ
デ
ル
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
干
渉
可

F

.

能
性
を
徹
底
し
て
洗
い
出
し
た
。
モ
デ
ル
門
U
町
曹

は
工
事
進
捗
に
合
わ
せ
た
道
路
の
仮
配
置
ー
も
，

に
も
使
わ
れ
、

B
I
M
が
計
画
進
行
の
、
h

，

H

命
綱
μ

に

な

っ

て

い

る

。

み

胡

師

、

作
成
さ
れ
た
W
T
C再
開
発
の
B
I
M
μ
旨凶一膚

デ
!
タ
量
は
世
界
最
大
級
と
も
言
わ
れ
で
は

A
屯

い
る
。
事
業
規
模
や
関
係
者
の
多
さ
に
加
・
4

い
い

え
、
完
成
後
の
維
持
管
理
に
も
デ

ize
、

活
用
す
る
計
画
が
あ
り
、
モ
デ
ル
自
体
が
、
|

高
精
度
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。

B
I
M
先

〔

lu

進
国
の
米
国
の
中
で
も
、
将
来
を
見
据
え
‘
圃

た
象
徴
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
1
つ
だ
。

4

・z

B
I
M
を
積
極
的
に
活
用
す
る
大
規
模

4

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白
神
し
の
米
国
だ

が
、
計
画
当
初
か
ら
導
入
に
踏
み
切
る
ケ

ー
ス
は
少
な
い
。

W
T
C
再
開
発
の
よ
う

に
、
最
初
は
2
次
元
設
計
で
ス
タ
ー
ト
す

る
も
の
の
、
計
画
が
進
む
に
つ
れ
、
複
雑

な
工
程
計
画
や
煩
雑
な
関
係
者
間
の
調
整

に
対
応
で
き
ず
、
結
果
的
に
B
I
M
の
導

W
T
C再
開
発
の
P
M
に
か
か
わ
っ
た

工
パ
ハ
i
ト
氏

入
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
全
体
を
下
支
え
す
る
米
国
の
B
I

M
。
そ
の
底
力
を
目
の
当
た
り
に
し
た
矢

吹
教
授
は
「
米
国
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
潜

む
リ
ス
ク
と
い
う
H

見
え
な
い
も
の
μ

へ

の
対
応
に
B
I
M
の
可
能
性
を
見
い
だ
し

て
い
る
。
そ
こ
が
、
可
視
化
な
ど
H

見
え

る
も
の
が
を
追
い
か
け
て
い
る
現
在
の
日

本
と
の
大
き
な
違
い
だ
」
と
焦
点
を
絞
る
。

(
次
回
か
ら
3
面
に
掲
載
し
ま
す
)
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員
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マ
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郎
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土
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…

…
大
臣
官
房
技
術
調
査
課
技
術
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係
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樺
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設
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サ
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報
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…会
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I
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門
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彰
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本
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設
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報
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ン
タ
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設
情
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…
報
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究
所
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究
開
発
部
主
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員
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設
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タ
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…
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…
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本
建
設
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施
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協
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施
工
境
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総
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研
…

…
究
所
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究
第
三
部
研
究
課
長
マ
杉
浦
伸
哉
日
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…
本
建
撃
未
連
合
会
イ
ン
フ
ラ
再
生
委
員
会
技
…

…
術
部
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プ
ン
…

…
C
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フ
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ラ
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設
立
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備
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I
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…
術
参
与

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2 朝日
5.岐車
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
⑪建設通信
16.建設工業
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